









































































































































































































































































































































































































































マネジメントの研究のなかに、マグレガー（D. McGregor）の X 理論、
Y 理論という考え方があり、それがもてはやされたことがあった。賃金
























































































































































































































































































28 － 36 頁）にも、58 篇中のひとつとして収録されており、ストーリーと
それを支える考証などはしっかりしている。しかし、この本は絵本ではな
く、読み物である。また、文・大川悦生、絵・遠藤てるよの『いっすんぼ
うし』（ポプラ社、1970 年）も見たが、調査が行き届いており、福岡県地
方に伝わっていた話をヒントにして書かれている。絵は素朴で、いかにも
昔話の感じを与えている。ストーリーは石井のものに近いといえる。
このなかから、主なストーリーを「石井」版で述べていこう。
むかし、あるところに暮らすおじいさんとおばあさんには子どもがな
く、さびしく思っていた。毎日お天道様にお祈りをして、「てのゆびほど
の　ちいさい　こどもでも　ひとりあったら」とお願いしている。すると、
願いがかなって親指ぐらいの男の子が生まれ、“いっすんぼうし”と名を
つけてかわいがって育てている。
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しかし、12、13 歳になっても小さくて、家の手伝いはできず、おじい
さんとおばあさんはがっかりするし、村の子どもたちは「ちび　ちび」と
いって馬鹿にする。そこで、いっすんぼうしは「わたしは　みやこにのぼっ
て　ひとはたらき　してこようと　おもいます」といいだす。おじいさん
とおばあさんは悲しがるが、願いを許している。彼はお椀を傘に、箸を杖
に、針を刀に、麦わらをさやにして旅立っていく。
しばらく歩いたあとに川があってので、お椀を浮かべ、箸をかいにして、
川上をめざして上っている。何日かたって、都に到着するが、小さな彼に
とって、都への旅程はきわめて困難であったろうと推察される。
都は人が多く、人通りの少ないほうに行くと、大きなお屋敷の前にでて
いる。いっすんぼうしはこのお屋敷ならば、自分にできる仕事があるにち
がいないと思い、「おたのみ　もうす」と声をはりあげてチャレンジする。
小さいので、はじめは気づかれなかったが、なにができるかと問われ、
針の刀で飛んでいるハエを刺したり、扇の上で舞を舞うなどのスキルを見
せて、お屋敷中の拍手をもらっている。これにより、都で名高い大臣のこ
のお屋敷で働くことになる。
彼は屋敷の人びとにかわいがられるが、なかでも大臣のお姫さまの好感
を得ている。お姫さまが手習いをするときに紙を押さえるのも、すごろく
をするときさいころをそろえるのも、いっすんぼうしの仕事であった。
まめまめしく働くうちに何年か経ち、ある日お姫さまのお伴で清水寺に
お参りにでかけている。帰り道でさびしいところにさしかかったとき鬼が
あらわれ、お姫さまをさらおうとする。ここで、彼の活躍がはじまる。青
鬼、黒鬼の目を針でチクリザクリ、最後に赤鬼の口に飛びこんで口のなか
を刺すので、鬼たちは降参し、もっていた“うちでのコヅチ”を投げ捨て
て逃げてしまう。
いっすんぼうしがなんでも望みをかなえることができるこのコヅチをお
姫さまに見せると、姫は、戦いを勝ちとったいっすんぼうしの望みをかな
えましょうという。「わたくしの　のぞみは、わたくしのからだが　大き
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くなること」というと、お姫さまはすぐさまコヅチをなん度か彼に向かっ
て振っている。すると彼は背丈が伸び立派な若者に変っていく。
いっすんぼうしの手柄はまもなく都中に知れわたることになる。その後
「しゅっせして、やがて、ひめをはなよめにむかえ、おじいさん　おばあ
さんも　よびよせて、しあわせに、くらしました」という。
よく知られた話である。しかし、3 冊の本をこまかく見ると、再話者に
よって、いくぶんのちがいがある。まず「石井」版では、お天道さまに子
どもがほしいと願って、その家に子どもが生まれるが、「小澤」版による
と、神さまに願かけをして神社に参拝している。神さまは夢のなかで、子
どもはさずけられないが、神社の鳥居のそばに小さな子どもが待っている
と告げられ、その子を連れて帰っている。したがって、その子は「神さま
からのさずかり子」であるという。また、「大川」版では、神社なのか自
宅なのかは不明であるが、燈明（とうみょう）を朝に晩にあげて祈ってお
り、その結果、「石井」版と同じく子どもが生まれる。
つぎに、都にでて仕事を行う目的や動機については、「石井」版で家の
手伝いができないうえに、村の子どもたちに馬鹿にされるので、都へ行っ
て「ひとはたらき　してこよう」と思っていると述べているが、「小澤」
版では、「こう、いつまでも貧乏なのもこまったものだ。ひとつ、おれが
都へでて、かせいでこようと思う」とされている。このふたつの版は、貧
しい生活をなんとかするために都に出稼ぎしようといっている。しかし、
「小澤」版の「神さまからのさずかり子」にいじめられた様子はない。
「大川」版では子どもたちにいじめられており、「ひろい　よのなかへ　
でてみとう　なりました」といい、おじいさんとおばあさんを驚かせてい
る。そして、この絵本の解説で再話者は、いじめられたことがエネルギー
になっているとも述べている。つまり、ここでは「自己の成長」への志向
性が前面にだされている。
第３は、都へでるための旅程に関することである。いっすんぼうしには、
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とてつもなくきわめてきびしい挑戦であったにちがいないが、３つともそ
れほど大変だとは書かれていない。「小澤」版では、越後、つまり現在の
新潟県が彼の出身地になっているので、都への旅は途方もない旅であった
はずである。
まず「石井」版では、徒歩と川を上るのに難儀したぐらいのことしか書
かれていない。そして、「小澤」版では、川を上ったあと、街道にでて、
馬方に「おれをその馬の耳にちょっとのせて、都につれていってくれ」と
頼んでいる。「背にのったら銭（ぜに）をとられるが、耳なら、銭はいら
ないだろう」と説得している。結構、合理的な考え方で、苦労した感じは
あまりない。
それに対して、「大川」版はほぼ「石井」版と同じ行程であるが、道に迷っ
たときにアリが教えてくれたり、川で難儀したときに、チョウやミツバチ
が行路を導いてくれている。それは、広い世界にでて成長しようとする人
間にとって大きな支えになっている。
第４は、旅の終着地をどのように考えていたかということである。「石井」
版では、人通りの少ないほうに行くと、大きなお屋敷の前に行き着いたと
いう。事前に目的地が明らかにされている感じはない。
それに対して、「小澤」版は都に着くと、「ここらでいちばんえらいおか
たは、どなたですか」と、道を歩く人にたずね、三条大通りの大臣のお屋
敷であるとの回答を得ている。同じように「大川」版では、主人公は「み
やこへ　きたら、いちばん　えらい　人のところへ　いく」と思ってお
り、やはり社会的地位の高い人の家に向おうとしていることが明示されて
いる。
第５に、“いちばん　えらい　人”の屋敷で、主にお姫さまの生活のサポー
ター的な仕事を行う「石井」版についてはすでに述べたとおりであるが、「小
澤」版は、なにごとにも気がきいて賢かったので、気に入られたとだけ書
かれている。
ただし、「大川」版では、お姫さまの手のうえで、自分は修業のために
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都にきたとはっきり述べている。その言葉に対して、お姫さまは、読み書
きの学習だけでなく、社会的な地位の高い人に必須の舞いや鼓などの教養
を高めることを求めている。
最後に、もうひとつ明らかにしておきたいのは、鬼退治が終ったあとの
ことである。「石井」版は前述のとおりであるが、「小澤」版では、お姫さ
まが落ちているうちでのコヅチを発見して、いっすんぼうしの頭をたたい
たら背が伸びたとだけ述べている。お屋敷にもどった彼は、自分が「神さ
まからのさずかり子である」ことを大臣に話したり、鬼退治の場面を詳細
に説明している。
「大川」版では、お姫さまがいっすんぼうしになにがほしいかと問うと、
「お金も、お米もいらぬ、背が欲しい」と答え、姫がコヅチをふると立派
な若者に変っている。このことから、「小澤」版では、自分の出生を重視し、
「大川」版においては、お金やお米を得ることよりも、「石井」版と同じよ
うに、自分の小さな身体を大きくすることを大切にしていることがわかる。
以上のように、「いっすんぼうし」といっても、全体のストーリーはほ
ぼ同じであるとしても、細部では再話者によってかなりちがった内容に
なっている。しかし、当時の都である京都で仕事をさがすという点では３
冊とも同じである。この点では、働く場を求めて地方から東京などの大都
市に向かった、明治以降の日本人とオーバーラップするところがある。
都でそれなりに仕事を行って報酬が得られれば、食べることや住まうこ
とに困らなくなり、「生理的欲求」や「安全性の欲求」は満たされるのである。
そして、報酬が得られたのちは、いつか自分の郷里に帰ることも想定され
ている。
この絵本でも、貧しさを脱出することが仕事の最大の動機づけである。
ただし、どうしても気になるのは「大川」版において、広い社会にでて、
そこで自己成長を遂げようという志向性が見られることを、どのように理
解すべきなのか。
いっすんぼうしが生きた時代には、多くの人びとはかなり狭い閉鎖的な
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地域で生まれて死んでいったと考えられるが、そのなかできわめて小さな
体の彼が都に広い社会を見て上京を企てることは、とてつもない「挑戦」
であり、「野心」であるといってよい。それは、単なる報酬を得るための「出
稼ぎ型」労働とは異なっている。したがって、いっすんぼうしの場合、貧
しさからの脱出よりも、広い社会を経験して自己成長をはかるほうに力点
がおかれていたのではないかと見られる。
要するに、根底に貧しさからの脱出の動機はあるが、広い社会における
経験がもうひとつの動機となり、このふたつの要素が並存しているとみる
べきである。豊かさを求めるだけの脱出が目的であるならば、都に行かな
くても、報酬は多くはないが、比較的安全な別の代替案（仕事）をさがし
たかもしれない。いっすんぼうしの都行きは“ハイリスク・ハイリターン”
の選択であり、“ローリスク・ローリターン”の選択をしていない。ここには、
広い社会で得られるであろう経験を重視する考えが強く反映していたと考
えたい。
そして、この経験をどのように獲得するかで彼が選んだのが、都の大臣
の家で働くことであった。いうまでもないが、大臣は経済的な富だけでな
く、政治的な権力をもつ少数の特権的な階層の人間であるので、そのお屋
敷で勤務することは、参入のむずかしいハードルの高い障壁であるが、貧
しさを脱出する方法としてきわめて有効なものであった。つまり、お屋敷
づとめはだれもが容易にできることではなかったが、いっすんぼうしはそ
れを実現し、貧しさから脱出する。
さらに、お姫さまとの結婚により、彼は大臣ファミリーの一員となり、
特権的な階層の人間となる。それは、彼の社会的な地位（ステイタス）の
上昇と維持に役立ち、いっすんぼうしは貧しさをまったく感じさせない階
層の人間に転化している。都へ旅立つときには、成功したのちに郷里に帰
ることも考えていたが、社会的な地位を獲得することでＵターンすること
もなくなり、むしろおじいさんとおばあさんを都に引き寄せている。
このように、いっすんぼうしの行動には、貧しさから逃がれ、広い社会
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を経験したいという思いが強かったとしても、もうひとつ、社会的な地位
を得ようとする「社会的な上昇志向」が少なからずあるのではないかと、
どうしても感じてしまう。「石井」版では鬼退治のあと、彼は「しゅっせ（出
世）して」とある。広い社会にでて仕事を行い、活躍して社会的な地位を
獲得する。この動機がどれほど強かったかは必ずしも定かではないが、彼
が選択した行動には、明らかに社会的な上昇志向が見られている。そして、
これによって、同時に貧しさからも脱出している。
貧しい時代にも支配者・権力者といった階層の人びとや、長者といった
金持ちは存在し、かれらは貧しさとは無縁な人びとであるが、いっすんぼ
うしは大臣のお屋敷づとめを通じて、貧しさとは無縁の人間に転化してい
る。
７．総括的な検討
以上、５冊の絵本を見てきた。おわりに、いくつかの論点を明らかにし
ていこう。
　（1）ワーク・モティベーションのコア（中核）
5 冊の絵本の世界の基調は豊かさではなく、食べるにもこと欠くという
貧しさ（貧困）である。したがって、仕事を行う場合、欲求理論のなかで
は「生理的欲求」や「安全性の欲求」の充足が重要になってくるのは当然
のことである。
『くった　のんだ　わらった』のオオカミは食べること、飲むことを大
切にしているが、これは、今回対象となった人間についても同じである。
森の強者と思われるオオカミでさえ、飲み食いに苦労していたようである
が、食べ物や飲み物がなければ生きていくことはできない。だからそれを
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得るべく、ヒバリの依頼に応じて働くことになった。そして、オオカミに
モグラの追いだしを頼んだヒバリには、モグラによって家が壊されそうで
子育てに不安が生じ、それをとり除く安全性への強い欲求があった。
この絵本はヒバリとともにオオカミという動物が主人公であるが、『山
いっぱいのきんか』、『石のししのものがたり』、『炭焼長者』、『いっすんぼ
うし』の４冊は人間が対象になっている。オオカミにとって金貨、金（キン）、
小判などはまったく意味がなく、食べ物やビールといった現物が報酬であ
る。人間が主人公である場合でも、貧しさがきびしいと、金や貨幣よりも
現物のほうが重視されている。その典型は、長者になる前の炭焼き男に見
ることができる。
金や貨幣についてはのちに議論するが、貧しさが基調である状況のなか
で、生存や安全を維持するためにまぎれもなく働く姿、働こうとする姿勢
が残りの４冊にも共通して見られる。落ちぶれた青竹三本の男でさえ、ザ
ルやカゴを売ってあるいている。
現代のような職業や仕事を自由に選択できる余地は極端に少なく、多く
が自分の親が行ってきたことを継承し、実施することが多かった。また、「自
我の欲求」や「自己実現の欲求」といった高次の欲求よりも、低次の「生
理的欲求」や「安全性の欲求」の充足が動機づけのコア（中核）であった。
これは人間の長い歴史のなかでは、ごく一般的なことである。
これらの欲求以外で興味深いのは、ひとつには“心の満足”の重要性が
ある。オオカミは“くった　のんだ”のあと、“わらった”を求めている。
食べたり、飲んだりすることは基本であるが、それと同時に、大いに笑い
とばして心が満足することも大切になっているということである。　　　
これに関連して、この絵本で、結婚式のお祝いのパーティが行われて食
べたり飲んだりしているが、参加者はみな互いに楽しく話し、笑いあって
いる。ここにも心の満足があったと思われる。かれらはパーティの途中で
幸せの鳥であるヒバリを追いかけてしまうが、そのなかで全員が交流し、
コミュニケーションをとりあうことで、人間関係を良好にし、深めている。
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これは、人間関係を大切にしようとする「社会性の欲求」の意味を認識さ
せてくれる。
もうひとつは、『いっすんぼうし』における「自己成長の欲求」の強さ
である。これはすでに述べた「大川」版で重視されており、周囲の子ども
たちに“イジメラレテイル”ことをバネにして、広い社会を経験したいと
思うようになったとしている。
ただし、見方によれば、都の特権的な地位の人間のもとで働いて、みず
からもその地位を実現しようとしているために、社会的な上昇志向が強
く、悪いいい方をすると、「立身出世主義」と批判をうけるかもしれないが、
貧しさから逃がれ、広い社会を経験して自己成長するには、これが一番の
近道であると考えたにちがいない。彼の生きた時代には、いろいろ選択で
きる代替案があったとは思えないので、きわめて合理的な選択であったと
いえる。
意識しようとしまいと、人間には自己成長の欲求があるであろう。「大川」
版のいっすんぼうしはこの欲求を強くもち、さらにその具体化の方法をも
明確にして実現にむかって突き進んでおり、意志の強さが示されている。
そして、それは、『石のししのものがたり』の弟や『炭焼長者』の女房に、
貧しさを脱出する努力や工夫は見られるものの、自己成長の欲求がそれほ
ど感じられないのと好対照をなしており、現代を生きる人びとの仕事・キャ
リア観に近いのかもしれない。
　（2）仕事と金や貨幣などの金銭的報酬
仕事をして、報酬としてそれに見合う金や貨幣を獲得できれば、それに
よって人間の基本的な欲求を満たすことができるので、望ましい状態であ
る（A 型）。石のシシの弟がこのこれにあてはまる。
また、仕事をしても報酬が少なければ貧しい状態であり、豊かになるこ
とはできない（B 型）。『やまいっぱいのきんか』のランフーは、昼間だけ
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でなく夜も働いているが貧しく、また、青竹三本の男や長者になる前の炭
焼き男も B 型である。つまり、これは働いても金や貨幣は得られると必
ずしも考えることができない状態にある。
そして、働かなければ報酬は得られない（C 型）。これは自明なことで
ある。『石のししのものがたり』の兄は、手をシシにとられて働けなくなっ
てしまったので、報酬を得られずに貧乏になっている。弟とちがって財産
をもっていたが、働かなくなるとたちまち貧しくなる。青竹三本の男も、
千石屋の息子であったときから働くのがきらいで、働かなかったので貧し
くなっている。
さらに、もうひとつは、働かなくても金や貨幣が得られる不労所得の場
合である（Ｄ型）。ランフーや『石のししのものがたり』の兄が、この典
型である。もっとも、このふたりは不労所得を得られそうであったが、最
終的には獲得することができなかったばかりか、なにもかも失う羽目にな
る。
不労所得のような「まったくの幸運」は、現実の世界ではほぼありえな
いが、お話の世界ではしばしば見られる。有名なのはアラビアン・ナイト
の『アリババと四十人のとうぞく』（文・山口俊子、絵・原ゆたか、講談社、
1986 年）である。「ひらけー、ゴマ」ととなえると洞窟の岩の戸があいて、
宝物（金貨）を手にした貧乏なアリババがいる。しかし、金持ちの兄は宝
物に夢中になったため、おまじないの言葉を忘れて、盗賊たちに殺されて
しまう。
また、中国の昔話『鳳凰と黄金のカボチャ』（文・崔 岩峋、画・楊 永青、訳・
片桐 園、岩崎書店、1990 年）でも、貧しくも正直ものの弟が鳳凰からもらっ
た大きなカボチャを切ると、黄金の種がでてきて、彼は周囲の人びとにそ
の種を分ける。一方、立派な屋敷と財産をもつ兄のほうは金の山に夢中に
なってしまい、結局のところ太陽の熱で焼け死んでいる。
『アリババ』と『黄金のカボチャ』は、文脈的に『石のししのものがた
り』とかなり共通しており、いずれもきわめて対照的な兄弟が登場してい
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る。そして、強欲の兄は金や貨幣の獲得に失敗している。
ところで、この３つの話の弟たちは、働かずに報酬を得るという「まっ
たくの幸運」にめぐりあったのであろうか。『石のししのものがたり』の
弟については、懸命に働き、信心の心をもっていることをシシだけでなく
周囲の人びとが評価し、その結果として報酬をうけた（A 型）ので、こ
れはまったくの幸運とはいえない。
これと同じなのが『黄金のカボチャ』の弟である。『石のししのものが
たり』の弟と同じように、兄に家を追いだされた弟は、兄が追い払った小
鳥――実は鳳凰――の傷を熱心に手当し、小鳥が落していったカボチャの
種を大切に育てる。
のちに鳳凰が住む山で鳳凰に出会った弟は、黄金をほしいだけのもって
いっていいといわれるが、カボチャの種だけをもらって帰る。そして、大
きくなったカボチャから黄金の種がでてくる。この黄金の種は、小鳥の傷
の手当をし、カボチャを大切に育てた弟の心根と行動に対する報酬（A 型）
であることは明らかであり、これも「まったくの幸運」と考えることはで
きない。
それに対して、盗賊の宝物を得たアリババの場合は「まったくの幸運」（Ｄ
型）といえる。ただし、欲ばりの兄を失っただけでなく、自分も盗賊に命
を狙われるという危険に直面している。そして、もし家の賢い召使いの女
性がいなければ、アリババの命運はつきていたであろう。このように、まっ
たくの幸運には、きわめてきびしいリスクがつきまとっている。
　（3）「不労所得のオトシアナ」から逃れるための「知足」
 
金や貨幣の価値をまったく知らず、それをほしい気持ちがない炭焼き男
の事例もあるが、そのほかの場合はほしいと考えている。なかでも、まじ
めに働いても報酬が少ない B 型の人間は、金や貨幣を得たい、増やした
いという欲求は強い。したがって、そのような人間にとって、働かなくて
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も報酬が得られるならば、それに心を奪われてしまうのは、いたしかたな
いことであろう。
問題なのは、金や貨幣への欲求のレベルが際限なく上昇し、増加してし
まうことである。『やまいっぱいのきんか』のランフー、『石のししのもの
がたり』の兄、アリババの兄、『黄金のカボチャ』の兄がいずれもそうい
う気持ちとなり、その結果、なにも得られないだけでなく、ひどい場合に
は命さえも失うような悲惨な事態になってしまう。
さて、この状態から逃れるためには、『やまいっぱいのきんか』のランフー
のところで述べた「知足」が大切である。自分の状況をはるかに超えた内
容やレベルにまで欲求をもたずに、自分の現状とほぼ一致したところで満
足することである。『石のししのものがたり』の弟は、現状の仕事と報酬
で満足していたので、金をもらうことを期待していたと考えることはでき
ない。また、『黄金のカボチャ』の弟は、黄金をほしいだけもち帰ること
をすすめられてもそれを断り、他の人のために使ってほしいとまでいって
いる。
しかし、実際には知足の実行はむずかしい。金や貨幣を得たいという欲
求は、その人間の利己心であり、コントロール（制御）がむずかしい本能
的なものである。それができるのは、なにを大切にし、人間としてどう生
きるかという「価値観としての知足」である。自分のおかれた現状を認識
し、このくらいでいいと冷静に考える。また、『黄金のカボチャ』の弟の
例で見られるような、貧しいのは自分だけでなく、他の多くの人もそうで
あるから、その人たちをも同じように助けたいという「共生」の考えをも
つことができることである。
このように、価値観としての知足をもつことが、利己心をコントロール
するのに役立つであろう。人間はおそらく、この利己心と価値観のふたつ
のバランスをとりながら生きているのであろうが、この価値観が欠如して
いたり、弱かったりすると、利己心のほうが強くなって、それをコントロー
ルできなくなってしまう。
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要するに、人間としてどう生きるかという価値観をもち、それにしたがっ
て行動することが、利己心をおさえることにつながる。自分の現状をわき
まえた考え方こそ、価値観としての知足であり、この力を借りなければな
らない。
　（4）「格差社会」という現実
現代は格差社会が顕在化しており、少数のきわめて豊かな人びとと、多
くの貧しい人びとが出現しているが、5 冊の絵本の世界もまさにこの格差
社会にある。『くった　のんだ　わらった』に登場する殿様は、豪華な衣
装を身につけているが、極度の肥満の体になっている。おいしいものをた
らふく食べたからであろうか。そして、当然のことであるが、貧しさはまっ
たく感じられない。
『炭焼長者』のなかの千石屋の長者もそれらしく立派な身なりをしてい
るし、のちの炭焼長者となる男とその女房も同様である。『いっすんぼうし』
のお姫さまも美しい着物を身につけている。それに対して、『やまいっぱ
いのきんか』のランフー、『石のししのものがたり』の弟、炭焼き男、青
竹三本の男は、きわめて質素でみすぼらしい身なりである。
象徴的な場面は、千石屋の息子と小作人の娘が生まれたときの絵である。
前者が立派な布団にくるまれて寝ているのに対して、後者はワラのうえに
寝かされている。この絵で貧富の差がはっきり示されており、まさに格差
社会であることがわかる。また、『くった　のんだ　わらった』の結婚パー
ティで、出席者たちはお祝い用の衣装を着ているが、これは特別であり、
日常はもう少し質素であったと思われる。
議論の最初で、貧しさが 5 冊の絵本の世界の基調であると述べたが、そ
れとともに、このような格差社会でもあり、豊かな人びともいる。ここで
もうひとつ、格差が固定化されていないことも明らかにしている。『炭焼
長者』の千石屋の息子は怠け者であったために長者でなくなり、青竹三本
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の貧しい男に転化している。そして、『石のししのものがたり』の兄も、
長い期間働けないことで、貧しくなっている。
逆に、弟は仕事ぶりと信心を評価されて、貧しさを脱して豊かな生活を
送れるようになっている。そして、『炭焼長者』の炭焼き男の妻になった
小作人の娘は、多くの人を雇用するような長者になり、いっすんぼうしは
特権的な階層のファミリーの一員に出世している。
これを見ると、貧しさも豊かさも流動的であり、完全に固定的に維持さ
れるものではなく、もう一方のものに変りうるのである。つまり、このふ
たつは変化し、転化する可能性がある。
　（5）「貧しさから豊かさへの転化の可能性」を支えるもの
それでは、貧しい人間が豊かになるという「転化の可能性」を生みだす
のは、どのようなものであろうか。ひとつは、『石のししのものがたり』
の弟の事例で、まじめに仕事を行って成果をあげ、その仕事がうまくいく
ようになったことに心から感謝することである。
この感謝はシシの心を動かし、“ごほうび”が与えられることになる。
そして、このシシの心は彼の仕事ぶりを見てきた周辺の人たちの評価とお
そらく同じものであり、彼がシシとともに、それらの人びとからも「信用」
をかち得ていることを示していると考えたい。
仕事の遂行には、関係する周辺の人びとからの信用が大切であり、これ
が転化の可能性をもたらすのではないかと考える。仕事を行う場合、それ
を担当するのはその個人ではあるが、それは他者との関係のなかで行われ
る。『石のししのものがたり』の弟とならんで、いっすんぼうしの周囲か
らの評価は非常に高く、転化する可能性をもたらしている。彼の活躍ぶり
は鬼退治以外の場面でもみごとであり、高い信用を得ている。
そして、もうひとつは、チャンスを活かすことである。この点では『炭
焼長者』があげられる。金がすぐ身近にあるのに、その価値を知らずに働
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くだけだった炭焼き男は、女房の言葉でチャンスを活かし、長者になって
いる。チャンスはそうそう多くはないであろうが、それがあると思ったら、
勇気をだして活かしていくという考え方が大切である。
きびしい状況で働いている場合、それを積極的に改善しようとチャンス
を求めている人間がいる一方で、不承不承であるものの、むしろ現状をう
けいれて、それをつづけていく人間が実に多いのである。
その意味でいうと、青竹三本の男と一緒にいても仕方ないと思って別れ
を決断し、みずからの道を進んだ小作人の娘は、「逆境」というべき状況
をチャンスに変えようとしている点で評価できる。塩一升の運命をもつこ
の女性は、これにより開花し、炭焼き男をサポートして長者になっている。
 （2019. １.25.）

